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利便性向上・向取組

ETC2.0・スロ・システム

貨客混載

ETC2.0・共通・ラットフォーム・
・、新・高速・スロ・システム
・実証実験・実施、利用者・・
情報提供等・充実・推進。

⇒今後、・スタ新宿・中心・本格

導入、他・ターミナル等・展開

茨城県常陸太田市・、地元・

新鮮・野菜・貨客混載・・・高速

・ス・・スタ新宿・運・、東京都・

販売・事業・拡大・実証実験

・実施（H30.9～H31.3）。

・スタマー・ット

「・スタ新宿」前（国道20号）・歩

道・ ・、「道路空間・活用

賑・創出」・目的・ ・、地域・

特産物・・・販売・実証実験・

実施（H30.11）。

・リアフリー対策

障害者・高齢者等・利便性向上

・ ・、・スタ新宿～羽田空港間・、

リフト付高速・ス・運行・開始

（H29.12～）。・、点字・ロック・フ

ロア案内図・・、・・分・・

案内・路面標示・充実。

・スタ新宿・概要

概要（H28.4オー・ン）

※2019年4月末現在

○高速・ス利用者数

平均約２．９万人／日

（最大約４．１万人／日）

○高速・ス発着便数

平均約１，４９４便／日

（最大１，７２０便／日）

○高速・ス運行会社数

１１７社

道路事業（国道20号）・民間ターミナル・官民連携・整備

鉄道駅・直結、19箇所・点在・高速・ス停・集約

利用状況

・スタ新宿（日本最大・・スターミナル）

資料４



・ス運行経路・見直等・・・国道20号・混雑・緩和

待合環境

周辺・交通状況

国道２０号・平均速度・比較

新宿４丁目交差点左折渋滞
左折レーン・構造見直・ス運行経路・見直

・スタ新宿・ ・課題
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トイレ等・待合環境・課題 ・、順次改善・取組・実施

事業スキーム

兼用工作物
管理協定

使用料

ターミナル会社

・券売機、ETC機器等、ターミナ
ル・運営・必要・施設・設置

・３Ｆ（・ス降車場）・４Ｆ（ターミナ
ル）・維持管理

道路管理者

・人工地盤・ターミナル施設・
含・施設・整備

・２Ｆ（車路・歩道）・３Ｆ（タク
シー等共用部）・維持管理

・ス事業者
商業施設（道路区域内）
（コン・ニ、土産物店等）

現行スキーム

主・課題

※兼用工作物・・、道路・堤防、護岸、・ム、鉄道橋、軌道橋、踏切道、駅前広場等・公共・用・供・
工作物又・施設・、相互・効用・兼・・場合・、当該道路及・他・工作物・。

占用許可・伴公共
貢献・ ・・スタ・維
持管理・一部・実施

①道路附属物・一般交通・用・供・自動車駐車場・ ・整備

・・ ・、・ス・タクシー専用・ターミナル・・・法的・位置付

・・・。（一般車両・、道路管理者・・要請・基・利用・

控・頂・ ・）

②道路管理者・ターミナル会社・兼用工作物※・ ・協定・締結

・ ・、・・一層・選定過程・透明化・民間・ノウハウ・生

・仕組・必要。

③道路区域内・待合所・ ・商業施設等・設置・柔軟化・、

商業施設等・得・・・収益・・スタ・維持管理・充・・仕組・

必要。

・ス・待合所

トイレ・混雑状況

ト
イ
レ

女
子

８室⇒２１室
（・ウ・ーコーナー、
着替室等・増設）

男
子
５室⇒７室

・ンチ １４６席⇒３４４席





















■ 新潟駅周辺におけるバスターミナル整備イメージ（例） 

※このイメージ（例）は、関係機関等との調整を踏まえたものではありません。 


